
 

令和７年度 富士市公共交通協議会会計予算（案）について 

 

１ 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金の流れについて 

本市では、地域の特性・実情に最適な交通手段を確保・維持するため、「地域内フィーダー系統

確保維持費国庫補助金」を活用しています。 
本補助金について、令和６年度までは事業者が交付申請を行い、事業者へ補助金が交付されて

いましたが、令和７年度からは協議会が交付申請を行い、協議会に補助金が交付されたのち、協

議会から事業者に補助金を支払います。 
このことから、令和７年度富士市公共交通協議会会計予算（案）を作成します。 

 

● 地域内フィーダー系統に係る計画の認定申請の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● 令和７年度以降の補助金交付の流れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

協議会 国 

③計画認定申請 

事業者 

① 「事業者」が運行系統の概要を協議会に提出します。 

② 「協議会」が地域内フィーダー系統に係る計画（案）を作成し、協議会で協議します。 

③ 「協議会」が「国」に計画の認定申請をします。 

④ 「国」は、計画の認定を行い、協議会に通知します。 

④計画認定 

①運行系統の 
概要提出 

②計画(案)協議 

③交付申請 

事業者 

④交付決定、 
補助金交付 

①運行実績提出 
②取りまとめ 

⑤補助金支払 

① 「事業者」が運行実績を協議会に提出します。 

② 「協議会」が事業者から提出された運行実績を取りまとめます。 

③ 「協議会」が「国」に補助金交付申請を行います。 

④ 「国」が交付の決定及び額の確定を行い、「協議会」に補助金を交付します。 

⑤ 「協議会」は、交付された補助金を事業者に支払います。 

 交付申請 

 交付決定、 
補助金交付 

【参考】令和６年度まで 

国 事業者 国 
協議会 

（事務局） 
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２ 令和７年度 会計予算（案） 

収入の部においては、国庫補助金 7,360,000 円を計上し、支出の部においては、事業費とし

て国庫補助金相当額 7,360,000 円を計上します。収入・支出それぞれの総額は 7,360,000 円と

します。 

 

収入の部                                単位：円 

 金額 計 摘要 

補助金 7,360,000 7,360,000 ・国庫補助金 

計 7,360,000 7,360,000  
 ※ 金額は、過去３年間の補助金等を基に算出 
 
支出の部                                単位：円 

 金額 計 摘要 

事業費 7,360,000 7,360,000 ・国庫補助金相当額（各事業者に支払い） 

計 7,360,000 7,360,000  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

再掲 収支の流れ 

協議会 
（事務局） 

国 

③交付申請 

7,360 千円 

事業者 

④交付決定、 
補助金交付 
7,360 千円 

①運行実績提出 
②取りまとめ 

⑤補助金支払 
7,360 千円 

（各事業者に支払い） 
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